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　新年あけましておめでとうございます。

　一昨年来の新型コロナウイルス感染症により、社会経済活動は大きな影響を受け、世界的な半導体不

足や米中対立のリスク等により事業環境は先行き不透明な状況が継続しています。一方で、国内外で進む

ワクチン接種やコロナ経口薬の開発等により、ニューノーマル時代に向けた明るい兆しも見え始めています。

　このような状況の中、京都産業21では、京都府と連携して、ものづくり中小企業をはじめ、深刻な影響を

受けている観光・伝統・食関連産業の中小企業も対象にして、企業連携による新たなチャレンジ等へ緊急

補助金を創設したほか、緊急相談窓口の開設や事業転換の支援等を実施してきました。併せて、専門家

派遣・窓口相談をはじめ、国内外のビジネスマッチングを推進する販路開拓の支援、高度人材マッチング

などによる人材確保、AI・IoTを活用した生産性向上の取組支援、事業継続の支援など、従来の取組も実

施方法等を工夫しながら継続し、きめ細やかな支援を展開してきました。その中から、コロナ禍を克服する

ための新たな需要に挑戦する企業の取組も生まれてきています。

　今年度、京都産業21は設立20周年を迎えました。来る2月にはその記念事業の一環として開催する「京

都ビジネス交流フェア2022」において、コロナ禍で営業活動が困難な企業の声に応え、出展企業の一部

工場内を3Dビジュアルや画像、動画によりウォークスルー形式で体感できる「KYOTO町工場バーチャル

ツアー」を初開催する等、コロナ禍を克服する中小企業の取組に対する支援を進めます。加えて、新たな産

業の育成を目的としてスタートアップ支援をさらに推進し、WITHコロナ/POSTコロナ社会に向けて、役職

員一同決意を新たに中小企業の皆さまを力強く応援してまいります。

　また、京都府中小企業技術センターは「技術のよろず相談所」として府内の企業が抱えておられる技術

的な課題の解決を目的として、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に努めながら、オンラインの利点を

活用して技術人材の育成など技術面での支援を継続しています。さらに、けいはんな分室では「デジタル対

応産業創出研究会（仮称）」を新たに発足させ、関連するスタートアップ企業の支援を強化します。

　今春にはプラスチック材料やフィルム素材などの低荷重域の評価に対応できる万能材料試験機を更新

導入して供用を始めるほか、電子部品や食品などの製品開発や品質管理を強化するための機器の更新

を計画するなど企業の技術課題にしっかりと向き合い、解決に役立つ「頼られるセンター」を目指します。

　京都府産業支援センターでは、京都産業21と京都府中小企業技術センターが一体となり、経営・技術

の両面から、中小企業の経営に真に役立つ質の高い多様なサービスを提供してまいります。

　結びに当たり、皆さまのますますのご繁栄とご健勝を祈念いたしまして、新年のごあいさつといたします。

　あけましておめでとうございます。府民の皆さまにおかれましては、つつがなく新しい年をお迎えのことと

お慶び申し上げます。

　昨年の新型コロナウイルス第5波では、これまでに経験したことのない感染拡大を引き起こしました。こ

の波を乗り越えられたのも、すべての府民の皆さま・事業者の皆さま、そして医療従事者をはじめ関係の皆

さまのご協力の賜であり、心から感謝と敬意を表する次第であります。

　人類が対峙する新型コロナウイルスは、生命や健康を脅かすだけでなく、世界経済をも混乱に陥れまし

た。われわれは感染予防対策を日常生活に取り入れ、ワクチン接種を進め、医療提供体制を整えるなど、

この困難を乗り越えるため、力を合わせ立ち向かっています。

「あなたが一人で見る夢はただの夢だ。みんなで見る夢は現実になる

～A dream you dream alone is only a dream. A dream you dream together is reality～」

これは、ヨーコ・オノとジョン・レノンが伝えるメッセージです。

　われわれは困難を乗り越えた先に見える「夢」を現実のものとするため、力強く歩まなければなりません。

夢の形は人それぞれですが、誰もが夢を抱き、夢に向かってチャレンジすることができる社会を築きたい。

そのためには「府民と共に 京都夢実現プラン（京都府総合計画）」をさらに前進させる必要があります。

　こうした中、これからの京都発展の原動力となる文化庁の京都移転、新名神高速道路の開通、大阪・関

西万博の開催が続きます。時機を逸することなく、京都が持つ魅力の源泉である文化の価値をしっかりと

国内外に発信することはもちろん、基盤整備を活かした産業戦略と一体となった雇用戦略の展開など、京

都の夢を実現するため、着実に取り組んでまいります。

　今年は寅年です。「寅」は動くを意味し、芽の出たものが成長していく年です。明治以来初の中央省庁の

移転となる、文化庁の京都移転という新しい幕開けに向け、この一年がよりいっそう弾みとなりますよう、 

皆さまと一緒に夢に向かって邁進してまいります。

　今年一年の皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。
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